
　かつて「戦略的総務」などといわれ，日本企
業のバックオフィス部門が強い時代もあった。
人数・予算・権限の充実した強力な参謀本部機
能が企業グループの総合力を支え，様々な企画
を打ち出し，またトラブルの解決に乗り出して
くれていた。その後の経済・経営環境の激変に
よって，間接部門は合理化のメインターゲット
となり，プロフィットセンターへの資源集中が
進められてきたのはご承知の通りである。しか
し，今日においても「組織が成長し，業績を伸
ばしている会社はバックオフィス部門が強い」
という実態がある。ただし，その様相はかつて
の強い参謀本部とはスタンスが少し違うようだ。
要は，「いかに働きやすい環境を作るか」という，
従業員を顧客に見立てた徹底的なサポート・サ
ービス業のポジションに近いといえるだろう。
今，そしてこれから，バックオフィス部門に求
められる役割は何か，自社のバックオフィスがど
うあるべきか，また，バックオフィスの中心機
能の 1つである人事部門がどのような施策に取
り組んでいくべきなのか，今一度，立ち位置を
考える機会があってもいいはずだ。 （編集部）
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～成長する企業はスタッフ部門が違う～
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